
事業所理念

⽀援⽅針

営業時間 10時〜13時、14時30分〜17時45分まで 送迎⽀援の有無 あり       なし
本⼈⽀援

健康・⽣活

運動・感覚

認知・⾏動

⾔語
コミュニケーション

⼈間関係社会性

家族⽀援 ・保護者⾯談を随時⾏い、兄弟⽀援も含め相談に対応します。
・関係機関との連携を図ります。

移⾏⽀援 お⼦さんの特性を考えながら、⼊学・進学・就労に向けての課題を⾒つけそれに対応します。

地域⽀援(連携) ・ケース会議等に参加し、情報の共有や、連携を図ります。
・⾃⽴⽀援協議会へ参加しています。

職員の質の向上 ・スタッフ研修や学習会を⾏います。
・事業所間で情報を共有し連携を図っています。
・外部の研修に参加しています。

主な⾏事等

・具体的な物や絵カードを使⽤し、分かりやすい環境を整えます。
・場⾯の切りかえの際に⼀つのことがわかりやすくなるよう、絵や時計を使⽤したり、個々の特性にあった声掛けを⾏ないます。
・個々の能⼒や特性に合わせた学習プリントに取り組み、数量、形、⾊など様々な概念の獲得ができるよう⽀援します。
・アイロンビーズや⼯作に取りくみながら、余暇活動でも達成感が味わえる内容を⼯夫します。
・知育教材を通して、指先を使ったり形を⾒分けたりする⼒を養います。
・活動や遊びの中で不適切な⾏動や⾔動が⾒られることがありますが、その⾏動にも意味があると捉え、⼦どもの気持ちを代弁したり適切な⾏動に注⽬して関わるなど⼯夫します。
・個々に合った気持ちカードを活⽤し、気持ちを伝えることに苦⼿さがあっても伝えられる環境を整えます。
・ジェスチャーゲームやハンカチ落としなどを通して、楽しみながらコミュニケーションスキルを養います。
・帰りの会での役割として、みんなの前で忘れ物チェックをしたり、配⾞表を⾒ながら発表して少しずつ皆に⾃分の意⾒が伝えられるよう⽀援します。

・⾳楽（ミュージック・ケア）を通してお⼦さんの⼼⾝に快い刺激を与え、対⼈的な関係の質の向上や情緒の安定を図るよう⽀援します。
・様々な活動に参加することにより、友達との関わりが増えるよう⽀援します。
・ABAやペアレントトレーニングの視点を取り⼊れた療育を⾏います。
・ソーシャルスキルトレーニングとして、絵カードを活⽤して職員と⼦ども達で話し合いをする機会を設け、ルール、マナー、あいさつなどを考えるきっかけになるよう取り⼊れます。
・⾵船バレーやごっこ遊びなど、相⼿のことを考えて⾏動したり、役割分担をしたりすることで、他者と協⼒することの⼤切さを学びます。

避難訓練、⼾外活動、社会学習、出前講座、夏の⽔遊びやスイカ割り、ハロウィンパーティー、クリスマス会、クッキング、祭り、懇親会、焼き芋⼤会など
＊⼾外活動、社会学習として畑での野菜作り、公園や⽔族館などへの外出、買い物学習など

ひまわり畑・りずむ畑               ⽀援プログラム         作成⽇  令和 8年  1⽉ 20⽇
様々な特性を持った⼦どもたちがたくさんの⼈との出会い、関わり、結びについて、⾃信を持って社会へと⽻ばたいていけるような⽀援を⽬指します。

⽣きて⾏く⼒（⽇常⽣活の⼟台作り）として⼀⼈ひとりの得意なこと、苦⼿なことの傾向を把握し、安⼼できる居場所の中でお⼦さんが⼩さな「⾃⽴」を積み重ねていくお⼿伝いをしていま
す。また、誰もが⽣まれながらに備えている肯定的な⼒を信じ、個々の特性に⼗分配慮した⾔葉掛けや関わりを通して⾃ら考え、⾏動することの⼤切さを伝えています。他者と共に⽣きて⾏
く⼒（社会性・コミュニケーション能⼒）では、様々な活動プログラムや遊びの中で、集団でのマナーやルール、⾃⼰表現の仕⽅や感情のコントロールの⽅法を学び、他者とのコミュニケー
ションを楽しむことができるように⽀援します。

⽀援内容
・⾝の回りの処理、（検温、荷物の⽚付け、⼿洗い、提出物の管理）が習慣化できるように⽀援をします。
・スケジュールボードを来所時に確認することで⾒通しが持てるよう⽀援します。
・⼀⼈ひとり安⼼して過ごせるよう、特性に合わせた環境を整えます。
・集団活動にて、サーキット運動などを取り⼊れ体を動かし、運動機能の向上や筋⼒の維持を図ります。
・感覚統合の視点を取り⼊れ、体の動きのコントロールが上⼿く出来るようになることで、感情のコントロールも上⼿にできるよう⽀援します。
・伝承遊び（だるまさんがころんだ、カルタ遊び）など、必要な⾳を選択する⼒を養い、聞く⼒の向上を⽬指します。


